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定
例
会
の
内
容
と
審
査
結
果

に
つ
い
て
は
裏
面
に
一
覧
表
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
補
正
予
算
と
公
営

住
宅
等
の
入
居
用
件
を
緩
和
す

る
条
例
の
改
正
、
提
出
さ
れ
た

意
見
書
案
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

一般会計
補正額 補正前の額 補正後の額

1236万円 54 億 2584万円 54 億 3820万円

内　訳

民生費 368万円 放課後児童支援員等処遇改善事業補助金の追加ほか

衛生費 60万円 合併処理浄化槽設置補助金の追加	

土木費 568万円 車両修繕費の追加ほか

教育費 10万円 教育備品購入費の追加（鷹栖小の図書購入）

災害復旧費 230万円 ８月９日豪雨による北星川復旧工事

特別会計 介護保険 622万円 7億 8857 万円 7億 9479万円

（万円未満四捨五入）
　

第
３
回
定
例
会
を
９
月
18

日
・
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　

新
人
議
員
２
名
を
含
む
６
名

の
議
員
が
、
町
民
の
暮
ら
し
や

す
さ
、
環
境
、
除
雪
、
大
雨
で

の
河
川
災
害
対
策
、
公
営
住
宅

の
在
り
方
な
ど
の
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
追
加
議
案
２

件
を
含
む
12
件
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
度
各
会

計
の
決
算
内
容
が
説
明
さ
れ
、

42
項
目
に
わ
た
る
質
疑
を
経

て
、
全
て
の
会
計
の
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
件
の
人
事
案
件
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
３
件
の
意
見
書

の
う
ち
２
件
を
各
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
の
主
な
質
疑
内
容

な
ど
は
11
月
に
発
行
す
る
議
会

報
「
孔
雀
草
」
１
７
６
号
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

全
42
項
目  

事
業
効
果
問
う
！

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
！

歳入歳出予算の補正のほか、鷹栖工業団地の債務負担行為の追加の補正がありました

意
見
書
案
を
審
議

　

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
基
づ
く
「
意
見
書
」
の
提
出

に
か
か
る
審
議
結
果
で
す
。

●
「
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

可
決
（
賛
成
11
名
）

●
「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」

否
決
（
賛
成
３
名
）

●
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
」

可
決
（
賛
成
10
名
）

※
可
決
し
た
意
見
書
は
、
議
長

名
で
内
閣
総
理
大
臣
の
他
、
関

係
大
臣
等
宛
に
提
出
し
ま
す
。

教
育
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な

鷹
栖
町
教
育
委
員
会
委
員
を
選

任
し
ま
し
た
。

 

尾 
上  

麻 

美
さ
ん

　
（
任
期  

令
和
元
年
10
月
１
日

　
　

～
令
和
５
年
９
月
30
日
）

公
営
住
宅
管
理
条
例
　
　

　
　
　
な
ど
を
改
正

　

鷹
栖
町
の
公
営
住
宅
等
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。（
10
月
１
日

入
・
退
居
者
か
ら
適
用
）

（1）
入
居
資
格
の
緩
和

●
町
内
外
の
居
住
地
に
関
係
な

く
す
べ
て
の
方
が
入
居
可
能

（
単
身
で
の
入
居
も
可
能
）
に

な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
所
得
、
滞
納
等
の

要
件
に
よ
り
入
居
不
可
の
場
合

あ
り

（2）
入
居
者
負
担
の
軽
減

●
入
居
時
の
敷
金
負
担
額
を
家

賃
の
３
ケ
月
分
か
ら
２
ケ
月
分

に
軽
減
し
ま
し
た
。

●
退
去
時
の
「
ふ
す
ま
の
張
り

替
え
と
畳
の
表
替
え
」
義
務
を

撤
廃
し
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
故
意
に
損
耗
・
破

損
さ
せ
た
修
理
代
は
退
去
者
負

担

皆さまのご意見・ご感想をお待ちしています。

鷹栖町議会事務局
〒 071-1292
北海道上川郡鷹栖町南１条３丁目５番１号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196
        gikai@town.takasu.lg.jp

平成 30 年度一般会計決算

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
執
行
率
は
97
・
５
％
。
町
民

１
人
当
た
り
歳
出
額
は
85
万
円

で
３
年
連
続
の
80
万
円
超
え
に

な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
環
境
や
生
涯
学
習
の

充
実
を
は
じ
め
、
鷹
栖
地
区
住

民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
準

備
な
ど
次
世
代
へ
続
く
予
算
執

行
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
投
資
的
経
費
は

前
年
比
５
・
３
％
増
、
義
務
的

経
費
（
任
意
に
縮
減
で
き
な
い

性
質
の
経
費
）
で
あ
る
人
件
費

が
３
・
４
％
、
扶
助
費
が
２
・

６
％
、
公
債
費
が
２
・
２
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
な
ど
５
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は

20
億
１
６
５
５
万
円
、
歳
出
総

額
が
19
億
６
６
２
３
万
円
で
、

特
に
、
都
道
府
県
単
位
化
に
よ

り
運
営
が
道
に
移
行
し
た
国
保

会
計
を
除
き
、
前
年
比
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
水
道
事
業
会
計
の
事
業

収
益
は
１
億
９
７
４
２
万
円
、

事
業
費
用
は
１
億
６
４
１
３
万

円
で
す
。

続
く「
未
来
へ
の
投
資
」

公営住宅の入居用件緩和！
意見書案3本審議！

　

お
気
づ
き
の
点
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
議
会
事
務
局
ま
た
は
お

近
く
の
議
員
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。



第３回定例会の内容は次の通りです。（この他に行政報告、一般質問、委員長申出等がありました。）

□ 報告第 1 号 平成 30 事業年度株式会社鷹栖町農業振興公社の決算及び令和元事
業年度の事業計画 報告のみ

□ 報告第 2 号 継続費の精算報告 報告のみ

□ 報告第 3 号 平成 30 年度鷹栖町健全化判断比率 報告のみ

□ 報告第 4 号 平成 30 年度鷹栖町公営企業の資金不足比率 報告のみ

□ 報告第 5 号 平成 30 年度鷹栖町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行
状況の点検・評価 報告のみ

□ 議案第 1 号 鷹栖町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

□ 議案第 2 号 鷹栖町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一
部を改正する条例 全会一致で可決

□ 議案第 3 号 鷹栖町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例 全会一致で可決

□ 議案第 4 号 鷹栖町公営住宅管理条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

（一括採決）□ 議案第 5 号 鷹栖町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

□ 議案第 6 号 鷹栖町公共下水道条例の一部を改正する条例 可決（反対：林川）

（一括採決）□ 議案第 7 号 鷹栖町水道事業給水条例の一部を改正する条例

□ 議案第 8 号 鷹栖町消防団員の定員、任免及び服務等に関する条例の一部を改
正する条例 全会一致で可決

□ 議案第 9 号 令和元年度鷹栖町一般会計補正予算（第３号） 全会一致で可決

□ 議案第 10 号 令和元年度鷹栖町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決

□ 議案第 11 号 鷹栖町就学前子どもの教育・保育等に関する条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

□ 議案第 12 号 鷹栖町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

□ 認定第 1 号

　　　　～第 7 号

平成 30 年度歳入歳出決算認定
・鷹栖町一般会計
・鷹栖町国民健康保険（事業勘定）特別会計
・鷹栖町後期高齢者医療特別会計
・鷹栖町介護保険特別会計
・鷹栖町公共下水道事業特別会計
・上川町村等公平委員会特別会計
・鷹栖町水道事業会計

全会一致で可決

（一括採決）

□ 同意第 1 号 鷹栖町教育委員会委員の選任同意 全会一致で可決

□ 意見書案第 4 号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意
見書 全会一致で可決

□ 意見書案第 5 号 所得税法第 56 条の廃止を求める意見書

否決（反対：青野・
日下・桑原・舟根・
斉藤・片山・林川・
大石）

□ 意見書案第 6 号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 可決（反対：日下）

【
日
下 

義
朗
議
員
】

避
難
行
動
支
援
の

取
り
組
み
は

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作

成
の
進
捗
状
況
は
。

②
避
難
行
動
支
援
の
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
豪
雪
に
も
対
応
で
き
る
除
排

雪
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

④
道
路
・
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
積
雪
状
況
の
把
握

と
情
報
共
有
を
実
証
実
験
し
て

は
。

【
青
野 

敏
議
員
】

公
的
住
宅
の将

来
計
画
は

①
公
的
住
宅
の
新
築
・
建
替
計

画
の
全
体
像
は
。

②
高
齢
者
向
け
公
営
住
宅
建
設

の
考
え
は
。

③
つ
つ
じ
団
地
に
交
流
サ
ロ
ン

的
な
部
屋
を
設
置
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
安
心
で
充
実
し
た
生
活

環
境
が
生
ま
れ
る
の
で
は
。

【
大
石 

隆
議
員
】

ふ
る
さ
と
納
税

周
知
の
取
り
組
み
は

①
ふ
る
さ
と
納
税
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
寄
附
が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
、
寄
附
者
へ
の

周
知
と
工
夫
は
。

③
河
川
に
立
木
・
雑
木
が
あ
る

と
大
雨
時
に
氾
濫
の
原
因
に
な

る
。
対
策
は
。

【
川
原 

允
議
員
】

オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
の

水
質
保
全
を

①
合
併
浄
化
槽
の
普
及
状
況

は
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
啓
発
活

動
し
て
い
る
か
。

②
オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
の
水
質
は
改

善
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る

か
。
町
と
し
て
水
質
調
査
を
行

い
公
表
す
る
こ
と
で
、
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

一
般
質
問
は
、
各
議
員
が
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
町
当
局
の
考
え
方
や
疑
問
を
質

す
こ
と
で
、
現
行
の
政
策
を
見
直
し
、
新

規
政
策
に
つ
な
げ
る
重
要
な
活
動
で
す
。　

　

今
回
の
定
例
会
で
は
６
名
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
新
人
議
員
２
名
に
よ
る

初
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

　

質
問
の
内
容
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

６名の議員が町政を問う！一 般 質 問

【
林
川 

伸
二
議
員
】

鷹
栖
町
の

「
お
も
て
な
し
」
と
は

①
車
道
と
歩
道
の
間
の
除
草
対

策
は
。

②
和
式
ト
イ
レ
の
改
修
を
速
や

か
に
行
う
べ
き
で
は
。

③
役
場
内
で
の
接
遇
向
上
の
た

め
研
修
が
必
要
で
は
。

④
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
売
買
で

き
る
モ
デ
ル
地
区
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
考
え
は
。

【
片
山 

兵
衛
議
員
】

中
長
期
的
な

観
光
振
興
計
画
を

①
さ
ら
な
る
観
光
振
興
の
た
め

に
は
中
長
期
的
な
計
画
が
必
要

で
は
。

②
町
内
の
事
業
者
を
有
機
的
に

つ
な
げ
る
た
め
、
町
が
積
極
的

に
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
。

今回の定例会ではのべ 16 人の方が傍聴にいらっしゃいました

ほ
か


